
表-2 コンクリートの基本配合 

単位量(kg/m3) ＳＰ 
配合名 空気量 

（％） 
W/C 
（％） 

Gvol 
(m3/m3) Ｗ Ｃ Ｓ Ｇ (C×%) 

配合 A 4.5 37.6 0.315 160 425 868 857 1.15 
配合 B 4.5 37.6 0.315 160 425 878 860 0.75 
配合 C 4.5 39.5 0.315 168 425 852 830 1.10 

注）配合 A の粗海砂と細海砂の混合割合は 6：4，配合 B の海砂と砕砂の混合割合は 7：3， 
配合 C の川砂と砕砂の混合割合は 7：3 
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１．はじめに  

 合成構造沈埋函の本体コンクリートは，高流動コンクリートの使用実績が多いが，その粉体量や混和剤量の

多さなどから材料費がコストアップとなることが多い．そこで，筆者らはスランプフローが 500mm 程度で，自

己充てん性は高流動コンクリートに比べて劣るが，内部振動機などのよる加振を間欠的に併用することで高流

動コンクリートと同等の高い充てん性を発揮できる，材料費がより安価な加振併用型充てんコンクリートを提

案し，その適用性を検討してきた．本稿では，既往の文献 1)2)の 1 部のデータと新たに行った実験結果をもと

に，各種細骨材を用いた当該コンクリートのフレッシュ性状に関する検討結果を報告するものである． 

２．実験内容  

 コンクリートの使用材料，配合，および試験方法を表-1～3 に示す。使用材料は，一般的な生コンプラント

で使用されているものであり，細骨材は海砂，海砂と砕砂の混合砂，および川砂と砕砂の混合砂の３種類を用

い，それぞれ配合Ａ，Ｂ，Ｃとした．これらの基本配合は，当該コンクリートが表-3 に示す良好な充てん性

能を発揮できる目標性能を満足す

るように設定した．実験ケースは

表-4 に示すように，フレッシュ性

状に影響のある細骨材の表面水率

の設定誤差，細骨材の粗粒率，細

骨材の微粒分量，および高性能 AE

減水剤添加量の 4 要因を抽出し，

それらを数水準変化させて各試験

結果の変動を調べた. 

３．実験結果および考察 

各種要因によるスランプフロー

の変化を図-1 に示す。いずれの要

因もスランプフローに影響を及ぼ

したが，その程度は本実験での範

囲において，細骨材の表面水率の

設定誤差，高性能 AE 減水剤添加量，

細骨材の粗粒率，細骨材の微粒分量の

順で大きかった．表面水率の設定誤差

によるスランプフローの変化量は，75

～90mm/％で，その値は 400～600mm で

あった．本実験での細骨材の微粒分量，  
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表-1 コンクリートの使用材料 

種類・仕様 
材料名 

配合Ａ 配合Ｂ 配合 C 
セメント

(Ｃ) 
[高炉セメント B 種] 
密度 3.02g/cm2 
比表面積 3940cm2/g 

[高炉セメント B 種] 
密度 3.04g/cm2 
比表面積 3830cm2/g 

[高炉セメント B 種] 
密度 3.04g/cm3 
比表面積 4000cm2/g 

粗骨材 
(Ｇ) 

[砕石(2005)] 
北九州市産 
表乾密度 2.72g/cm3 

吸水率 0.79% 
粗粒率 6.58  

[砕石(2005)] 
北九州市産 
表乾密度 2.73g/cm3 

吸水率 1.37% 
粗粒率 6.84  

[砕石(2005)] 
兵庫県西島産 
表乾密度 2.64g/cm3 
吸水率 0.75％ 
粗粒率 6.72 

[粗海砂]福岡市産 
表乾密度 2.55g/cm3 

吸水率 1.43% 
微粒分 0.43% 
粗粒率 3.20 

[海砂]山口県蓋井島産 
表乾密度 2.56g/cm3 

吸水率 1.21% 
微粒分 0.41% 
粗粒率 2.68 

[川砂]中国福建省産 
表乾密度 2.56g/cm3 
吸水率 1.43％ 
微粒分量 0.79％ 
粗粒率 2.62 細骨材 

(Ｓ) [細海砂]北九州市産 
表乾密度 2.57g/cm3 

吸水率 1.72% 
微粒分 0.92% 
粗粒率 1.64 

[砕砂]福岡県田川市産 
表乾密度 2.64g/cm3 

吸水率 0.94% 
微粒分 10.70% 
粗粒率 2.80 

[砕砂]兵庫県西島産 
表乾密度 2.58g/cm3 
吸水率 1.44％ 
微粒分量 10.67％ 
粗粒率 2.82 

高性能 AE 
減水剤(SP) ポリカルボン酸系 ポリカルボン酸系 ポリカルボン酸系 
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表-3 試験項目および方法 

試験項目 試験方法 目標性能 
ｽﾗﾝﾌﾟﾌﾛｰ試験 JIS A 1150 に準拠 450～500mm 

U 形充てん試験 JSCE-F511 に準拠 自己充てん高さ

200mm 以上 
空気量試験 JIS A 1128 に準拠 4.5±1.5％ 

ﾌﾞﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ試験 JIS A 1123 に準拠 2％以下 

表-4 実験ケース 

要因 水準 
細骨材の表面水率の 

設定誤差(％) 
配合Ａ,Ｂ：0,－0.5,±1.0 
配合Ｃ：0,±1.0 

細骨材の粗粒率の変動 配合Ａ：0,±0.1,±0.2 
細骨材の微粒分量の 

変動(％) 
配合Ｂ：0,－3.09,±1.55 
配合Ｃ：0,±1.50 

SP 添加量の変動 
(C×％) 

配合Ａ：0,±0.1,±0.15 
配合Ｂ：0,＋0.05,±0.1 
配合Ｃ：0,±0.1 
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図-2 スランプフローと各種試験結果の関係 
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図-1 各種要因によるスランプフローの変化 

の変動は最大 25kg/m3程度であったが，スランプフローに与える影響は少なかった．また，細骨材の粗粒率が

小さくなることによるスランプフローの変化は少なく，細骨材の粗粒率が大きくなった場合の方がスランプフ

ローに与える影響は大きかった．各種要因の水準を変動させた場合の各種試験結果の変化を図-2 に示す．充

てん性の指標となるＵ形充てん試験における自己充てん高さは，いずれの細骨材を用いた場合もスランプフロ

ーが大きいほど高い傾向が見られ，その値は 200～350mm で基本配合の目標性能を維持していた。空気量は各

要因の水準変動により変化したが，いずれの細骨材を

用いた場合もその変動範囲は 1.5～2.0％であり，JIS

コンクリートでの空気量の許容誤差±1.5％の範囲内

であった．また，ブリーディング率は，細骨材に海砂

のみを用いた場合に比較して，海砂あるいは川砂と砕

砂の混合砂の方が少なかった．さらに，海砂のみを用

いた配合では，細骨材の表面水率の設定誤差の増大に

より単位水量が多くなったり，細骨材の粗粒率が大きくなっ

た場合には，ブリーディング率が高くなる傾向にあったが，

海砂や川砂に砕砂を混合した配合では，そのような顕著な傾

向は見られず，概ね基本配合の目標性能を満足していた．こ

れらの違いは，砕砂混合の有無により，細骨材に含まれる微

粒分量が異なるためと推察された． 

４．まとめ 

 各種細骨材を用いた当該コンクリートのス

ランプフローは，各要因のうち特に細骨材表

面水率の設定誤差による影響を受けて 400～

600mm の範囲で変化したが，その時の充てん性，

ブリーディング率，および空気量は基本配合

の目標性能を損なわず，概ね保持できること

がわかった． 

なお，本研究は,国土交通省国土技術政策総合研
究所,(独)港湾空港技術研究所，早稲田大学，(財)
沿岸開発技術研究ｾﾝﾀｰ,五洋建設㈱，佐伯建設工業
㈱,東亜建設工業㈱,東洋建設㈱,若築建設㈱で進
める共同研究の一貫である． 
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